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５
月

日
深
夜
、
武
建
一
委
員
長
が
よ
う
や

29

く
保
釈
さ
れ
た
。
最
初
の
逮
捕
が
２
０
１
８
年

８
月

日
、
滋
賀
県
警
組
対
課
に
よ
る
フ
ジ
タ

28

事
件
だ
っ
た
か
ら
、
実
に
６
４
１
日
ぶ
り
だ
。

大
阪
拘
置
所
か
ら
出
て
き
た
武
委
員
長
は
、

「
応
援
し
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
。
あ

り
が
と
う
。
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
元
気
な
声

で
笑
顔
を
見
せ
た
。

一
方
、
も
う
１
人
の
湯
川
裕
司
副
委
員
長
は
、

同
時
に
と
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
う
遠
く
な
い

時
期
の
保
釈
が
見
込
ま
れ
る
。

「
た
だ
ち
に
保
釈
せ
よ
」
の

運
動
の
高
ま
り
が
あ
っ
た

異
常
な
逮
捕
劇
の
連
続
、
そ
し
て
、
６
０
０

日
を
超
す
長
期
勾
留
。
こ
れ
に
対
し
、
地
元
大

阪
や
京
滋
の
労
組
・
市
民
団
体
に
よ
る
弾
圧
反

対
実
行
委
員
会
は
５
月

日
か
ら
、
京
都
地
裁

18

前
で
連
日
の
抗
議
行
動
を
し
て
き
た
。。

静
岡
の
会
、
東
海
の
会
も
地
裁
に
申
し
入
れ

を
お
こ
な
い
、

日
に
は
「
関
西
生
コ
ン
を
支

25

援
す
る
会
」
が
鎌
田
慧
さ
ん
、
佐
高
信
さ
ん
ら

の
直
筆
署
名
を
も
っ
て
京
都
地
裁
刑
事
部
に
要関ナマ支部武建一委員長

「
組
合
活
動
を
理
由
に
し
た
２

人
の
勾
留
期
間
は

６
３
０
日

超
と
異
常
な
長
期
間
に
及
ん
で

お
り
、
憲
法
が
保
障
す
る
労
働

基
本
権
の
否
定
だ
。
重
大
な
人

権
侵
害
で
も
あ
る
。
速
や
か
に

保
釈
を
」
と
強
く
抗
議
し
た
。

組
合
弱
体
化
が
目
的

労
働
法
学
者
有
志

人
が
公

78

表
し
た
抗
議
声
明
。
代
表
し
て
、

吉
田
美
喜
夫
さ
ん
（
立
命
館
大

学
名
誉
教
授
）
は
、
「
刑
事
事

件
で
複
雑
と
い
う
か
も
し
れ
な

い
が
、
６
０
０
日
も
拘
束
し
な

い
と
明
ら
か
に
で
き
な
い
よ
う

な
真
実
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
な

い
も
の
を
あ
る
も
の
と
し
て
つ

く
り
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
る
」

と
強
調
し
た
。

連
日
の
抗
議
行
動
、
裁
判
所

申
し
入
れ

５
月

日
～

日

18

29

ま
で
、
京
滋
実
行
委
員
会
な
ど

地
元
の

労
組
・
市
民
団
体
が

京
都
地
裁
前
で
連
日
昼
休
み
抗

議
行
動
を
し
て
き
た
。

５
月

日
、
「
関
西
生
コ
ン

25

を
支
援
す
る
会
」
は
、
京
都
地

裁
刑
事
部
に
対
し
、
鎌
田
慧
、

佐
高
信
、
宮
里
邦
雄
、
海
渡
雄

一
、
内
田
雅
敏
ら
共
同
代
表
が

直
筆
署
名
し
た
要
請
書
を
提

出
。
武
委
員
長
と
湯
川
副
委
員

長
の
２
人
を
た
だ
ち
に
保
釈
す

る
よ
う
申
し
入
れ
た
。

共
同
代
表
の
藤
本
泰
成
さ
ん

（
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
は
、

６
０
０
日
も
拘
束
し
な
け
れ
ば

明
ら
か
に
で
き
な
い
真
実
な
ど
な
い

請
に
出
か
け
、
早
期
保
釈
を
迫
っ
た
。
「
こ
う
し
た
各
地
の
み
な
さ

ま
の
支
援
の
お
か
げ
で
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
全
日

本
建
設
運
輸
連
帯
労
働
組
合
小
谷
野
毅
書
記
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

い
た
。

関西生コン事件
を語る第2弾

資本と権力が一体
組合潰しに明け暮れ
その本質を暴く！

領価 1,300円
全日建運輸連帯ユニオン

問い合わせ＝宮川



た
良
い
と
こ
取
り
で
、
参
考
に
な

ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
平
均
回
答

額
の
２
・

％
は
最
低
水
準
の
回

17

答
に
な
っ
た
。

労
働
組
合
の
賃
上
げ
を
牽
引
し

て
き
た
、
産
別
の
力
量
が
低
下
し

て
、
波
及
効
果
も
生
ま
れ
な
く
な

っ
た
。春

闘
で
も
、
Ｊ
Ｃ
な
ど
主
要

20
産
別
が
ベ
ア
ゼ
ロ
を
決
め
た
。
ま

し
て
、
ト
ヨ
タ
な
ど
は
、
回
答
額

も
非
公
開
に
し
た
。
追
い
打
ち
を

春
闘

１
・

％
（
３
５
０
０
円
）

20

30

実
質
賃
金
は
下
が
り
続
け
て
い
る

総
務
省
が
５
月

日
発
表
し

29

た
４
月
の
労
働
力
調
査
に
よ
る

と
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
非
正
規
労
働
者
は
２
０
１
９

万
人
と
な
り
、
前
年
同
月
比
で

万
人
減
っ
た
。

97
比
較
可
能
な

年
１
月
以
降

14

で
下
落
幅
は
過
去
最
大
。
４
月

の
就
業
者
数
は
前
年
同
月
比
80

万
人
減
の
６
６
２
８
万
人
で
、

７
年
４
カ
月
ぶ
り
に
減
少
に
転

じ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
う
政
府
の
緊
急
事
態

宣
言
発
令
の
影
響
で
雇
用
情
勢

が
大
き
く
悪
化
し
て
い
る
実
態

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

非
正
規
労
働

万
人
減
、
過
去
最
大

97

新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
で
加
速

か
け
る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で

「
賃
上
げ
に
ブ
レ
ー
」
キ
を
か

け
ら
れ
た
。

連
合
の
回
答
は
第
５
回
中
間

集
計
が
誇
示
さ
れ
た
が
、
賃
上

げ
は
最
低
水
準
を
記
録
し
て
い

る
。
要
求
額
（
定
昇
２
％
＋
ベ

ア
２
％
＝
４
％
）
か
ら
遙
か
に

低
い
回
答
。
そ
れ
も
、
成
果
主

義
に
よ
る
評
定
の
実
施
が
伴

い
、
労
働
者
の
団
結
を
根
底
か

ら
崩
し
て
し
ま
う
。
連
合
集
計

で
１
・

％
（
５
６
８
３
円
）

93

は
、
全
体
平
均
に
す
る
と
１
・

％
（
３
５
０
０
円
｝
ま
で
下

30降
さ
せ
る
。

左
記
の
図
表
は
、
今
年
９
月

ま
で
の
地
域
最
低
賃
金
表
で
、

東
京
が
時
給
千
円
を
超
え
た
と

言
っ
て
も
、
年
収
換
算
す
る
と

２
０
０
万
円
に
も
満
た
な
い
。

春
闘
で
大
幅
賃
上
げ
を
果
た
さ

な
い
と
最
賃
は
上
が
ら
な
い
。

【
解
説
】
コ
ロ
ナ
に
よ
る
解
雇

・
雇
い
止
め
が
広
が
っ
て
い
る
。

労
基
法
な
ど
守
ら
な
い
経
営
者

が
労
働
者
を
切
り
捨
て
る
。

上
記
図
表
の
「
非
正
規
社
員
の

推
移
」
を
見
る
と

年
５
月
発

20

表
の
非
正
規
社
員
の
数
が
減
少

し
た
。
一
見
「
非
正
規
が
減
っ

た
」
と
喜
ぶ
べ
き
だ
が
、
実
は
「
解

雇
・
雇
い
止
め
」
の
乱
発
に
よ
り
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
首
切
り

で
数
字
が
下
が
っ
た
。
「
雇
用
調

整
助
成
金
」
が
１
万
５
千
円
に
上

乗
せ
さ
れ
て
も
効
果
は
上
が
ら
な

い
。
コ
ロ
ナ
解
雇
は
２
万
人
を
超

え
、
そ
の
数
は
増
え
続
け
る
。

年
春
闘
の
中
間
集
約
が
、

20
連
合
と
経
団
連
で
公
表
し
た
。

■
連

合
＝
１
・

％
93

５
６
８
３
円

■
経
団
連
＝
２
・

％
17

７
２
９
７
円

大
手

社
平
均

86

■
全
体
平
均
＝
１
・

％
30

３
５
０
０
円

経
団
連
の
回
答
は
「
一
部
の

大
手
企
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し


